
会
　
　
告

二
〇
〇
八
年
度
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

は
、
＝
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
、
上
原
真
人
・
羽
田
正
の
両

氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡

に
終
わ
り
ま
し
た
。

歴
史
情
報
源
と
し
て
み
た
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
原

真
人
氏

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
新
し
い
世
界
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
田
　
　
正
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

二
〇
〇
八
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

歴
史
情
報
源
と
し
て
の
瓦

上
　
原
　
真
　
人

　
考
古
学
は
「
過
去
の
入
間
が
作
り
、
使
用
し
た

〈
物
〉
を
材
料
に
、
過
去
の
人
間
の
行
動
を
研
究

す
る
学
問
」
な
の
で
、
考
古
学
が
扱
う
遣
跡
や
遺

物
を
は
じ
め
と
す
る
物
的
資
料
は
、
歴
史
資
料
の

一
つ
で
あ
る
。
文
書
・
記
録
・
典
籍
な
ど
の
史
料

の
種
類
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
す
情
報
内
容
や
質
が

異
な
る
よ
う
に
、
考
古
資
料
も
モ
ノ
の
種
類
に
よ

っ
て
内
包
す
る
歴
史
情
報
に
差
が
あ
る
。
し
か
し
、

各
モ
ノ
に
即
し
て
歴
史
情
報
を
引
き
出
す
具
体
的

作
業
は
不
断
に
実
践
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

情
報
差
に
つ
い
て
論
究
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

　
考
古
学
の
概
説
書
や
入
門
書
に
お
い
て
は
、
縄

文
土
器
、
縄
文
時
代
の
石
器
・
骨
角
器
、
弥
生
土

器
、
古
墳
等
々
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
種
類
・
形

態
・
変
遷
な
ど
を
叙
述
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
な
歴
史
情
報
が
得
ら
れ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ

う
に
し
て
情
報
を
獲
得
す
る
か
に
つ
い
て
解
説
が

及
ぶ
こ
と
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
資
料
学
的
立
場

で
考
古
資
料
を
読
み
解
く
研
究
は
、
充
分
と
は
言

ミ
　
と
ヒ
　
ユ
　
む

レ
鄭
レ

　
た
と
え
ば
、
大
量
に
消
費
さ
れ
、
壊
れ
や
す
く
、

腐
っ
て
無
く
な
る
こ
と
が
な
い
土
器
は
、
古
く
か

ら
年
代
基
準
を
得
る
資
料
、
す
な
わ
ち
編
年
資
料

と
し
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
は
、

搬
入
土
器
や
模
倣
土
器
に
も
と
つ
く
地
域
間
交
流

論
、
産
地
同
定
に
も
と
つ
く
交
易
論
や
流
通
論
・

工
人
論
、
お
こ
げ
や
被
熱
痕
跡
に
も
と
つ
く
調
理

法
や
食
生
活
の
復
原
論
な
ど
、
様
々
な
切
口
で
各

種
の
歴
史
情
報
を
読
み
取
る
試
み
が
あ
る
。
新
た

な
論
文
に
接
し
、
こ
ん
な
歴
史
情
報
ま
で
獲
得
で

き
る
の
か
と
驚
く
こ
と
は
、
考
古
学
の
専
門
家
で

も
少
な
く
な
い
。
基
本
と
な
る
年
代
情
報
に
関
し

て
も
、
土
器
に
付
着
し
た
炭
化
物
が
、
》
嵐
ω
法

に
よ
り
炭
素
1
4
年
代
測
定
の
対
象
と
な
る
と
は
、

十
数
年
前
に
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

　
瓦
は
屋
根
蘇
材
の
一
つ
で
、
か
つ
て
普
取
的
だ

っ
た
藁
・
茅
・
檜
皮
・
板
な
ど
の
植
物
葺
材
と
比

較
し
て
、
耐
火
性
・
耐
久
性
に
す
ぐ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
古
代
・
中
世
の
日
本
列
島
に
お
け
る
瓦

屋
根
は
、
実
用
的
な
意
味
よ
り
も
、
仏
教
寺
院
・

宮
殿
・
富
衙
・
城
郭
な
ど
の
宗
教
建
築
・
政
治
施

設
を
荘
厳
す
る
意
味
が
強
く
、
そ
の
生
産
・
流
通

も
強
い
政
治
的
規
鋼
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
つ
ま

り
、
同
じ
窯
業
部
門
で
も
、
瓦
は
日
常
生
活
に
必
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要
な
土
器
と
は
異
な
っ
た
歴
史
情
報
を
内
包
し
て

い
る
。
私
は
期
瓦
を
読
む
腫
（
歴
史
発
掘
1
1
、
講

談
社
一
九
九
七
年
）
に
お
い
て
、
瓦
か
ら
得
ら
れ

る
基
本
的
歴
史
情
報
と
し
て
、
ω
年
代
情
報
、
②

建
物
（
躍
使
用
施
設
）
情
報
、
㈹
生
産
・
流
通
情

報
の
三
つ
を
挙
げ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
瓦
が
も

た
ら
す
歴
史
情
報
は
あ
る
が
、
こ
の
三
つ
が
基
本

で
あ
る
と
い
う
考
え
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
日
本
で
は
、
考
古
学
が
土
器
編
年
を
構
築
す
る

以
前
に
、
建
築
史
学
が
瓦
編
年
を
体
系
づ
け
た
。

明
治
三
〇
年
前
後
、
廃
仏
殿
釈
で
荒
廃
し
た
古
社

寺
の
保
存
・
修
理
の
た
め
奈
良
県
に
赴
任
し
た
関

野
貞
は
、
古
瓦
も
建
築
様
式
の
～
構
成
要
素
と
認

識
し
、
個
々
の
建
築
物
や
遺
跡
を
年
代
づ
け
る
材

料
と
し
た
。
そ
の
瓦
編
年
は
軒
瓦
の
文
様
を
お
も

な
分
析
対
象
と
し
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
を
含

め
た
東
ア
ジ
ア
全
体
を
見
渡
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
～
五
年
戦
争
終
結
後
、
古
代
寺
院
跡
や
宮
殿
・

官
衙
遺
跡
を
大
規
模
に
発
掘
す
る
と
、
大
量
の
瓦

が
出
土
し
、
新
た
な
歴
史
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
関
野
等
が
短
期
間
の
発
掘
調

査
や
重
職
採
集
、
あ
る
い
は
現
存
古
建
築
所
用
瓦

の
文
様
か
ら
樹
立
し
た
瓦
編
年
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、

よ
り
詳
細
で
明
確
な
方
法
論
に
も
と
づ
い
て
獲
得

さ
れ
た
歴
史
情
報
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
出
土
瓦
を

数
量
的
に
処
理
す
る
こ
と
や
、
同
じ
木
型
で
作
っ

た
同
書
瓦
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
創
建
年
代
だ
け

で
な
く
大
規
模
な
修
復
・
整
備
が
な
さ
れ
た
時
点
、

異
な
る
寺
院
の
先
後
関
係
、
伽
藍
を
構
成
す
る
建

物
の
造
営
順
序
な
ど
、
新
た
な
年
代
情
報
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
産
遺
跡
の
調
査

が
進
む
と
、
同
権
関
係
や
製
作
技
術
の
比
較
検
討

か
ら
、
瓦
生
産
・
流
通
の
変
遷
に
関
す
る
情
報
も

豊
富
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
普
通
の
平
瓦
や
丸
瓦

も
含
め
て
数
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
屋
根
景

観
の
復
原
も
可
能
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
今
後
の

発
掘
方
法
の
改
善
を
も
促
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
歴
史
情
報
は
、
初
期
仏
教

寺
院
造
営
の
進
展
状
況
や
仏
教
地
方
伝
播
の
様
相
、

中
央
・
地
方
の
官
営
工
房
や
寺
院
工
虜
に
関
わ
る

造
瓦
組
織
の
存
在
形
態
、
平
安
貴
族
や
奥
州
藤
原

氏
の
邸
宅
に
お
け
る
屋
根
形
態
な
ど
、
各
時
代
の

政
治
・
経
済
・
社
会
動
向
に
深
く
関
わ
る
も
の
が

少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
瓦
の
生
産
・
流
通
・
消

費
が
強
い
政
治
的
規
制
下
に
あ
る
た
め
に
、
時
に

は
過
剰
な
歴
史
情
報
を
瓦
に
求
め
る
風
潮
も
生
じ

て
い
る
。
特
定
型
式
の
瓦
分
布
に
、
内
乱
時
の
勢

力
図
を
投
影
さ
せ
た
り
、
氏
族
や
王
権
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
想
定
す
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史
情
報
を
瓦
が
内
包
し
て
い
な
い
と

断
言
で
き
な
い
が
、
瓦
に
年
代
情
報
を
求
め
る
と

い
う
最
も
基
本
的
な
志
向
は
、
瓦
の
文
様
は
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
よ
う
な
「
変
遷
し
に
く
い
も

の
」
で
は
な
い
と
い
う
前
提
の
上
に
成
立
す
る
議

論
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
新
し
い
世
界
史

羽
　
田
　
　
正

　
あ
ま
り
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
近
代
歴

史
学
に
は
理
念
や
概
念
を
実
体
化
す
る
と
い
う
重

要
な
「
効
用
」
が
あ
る
。
自
分
史
、
京
都
大
学
史
、

長
崎
県
史
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
歴
史
は
あ
る
対

象
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
た
と
き
に
記
さ
れ
る
。

逆
に
、
｝
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
「
証
明
」
さ
れ

た
史
実
に
基
づ
い
て
歴
史
を
記
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
理
念
や
概
念
が
現
実
の
存
在
へ
と
転
化
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
。
典
型
的
な
の
は
、
日
本
、

申
国
、
ド
イ
ツ
な
ど
国
民
国
家
の
歴
史
の
場
合
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
世
界
各
地
で
国
民
国
家
が

形
成
さ
れ
る
～
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、

歴
史
学
は
実
学
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
歴
史
学
の
効
用
に
気
づ
け
ば
、
な
ぜ
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
知
識
人
の
多
く
が
、
「
イ
ス
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ラ
ー
ム
世
界
」
を
あ
た
か
も
実
在
す
る
地
理
的
空

間
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
の
か
と
い
う
問
い
に

対
す
る
～
つ
の
回
答
が
見
つ
か
る
。
そ
れ
は
、
歴

史
研
究
者
が
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
と
い
う
枠
組

み
を
用
い
て
五
〇
年
以
上
に
亘
っ
て
歴
史
を
研
究

し
、
高
等
学
校
教
育
の
場
で
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
」
史
を
繰
り
返
し
語
っ
て
き
た
か
ら
な
の
で
あ

る
。
現
代
世
界
に
お
け
る
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」

は
定
義
の
難
し
い
き
わ
め
て
あ
い
ま
い
な
概
念
で

あ
り
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
な
ど
と
は
異
な
り
現
実

の
存
在
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
教
科
書
に
記

さ
れ
た
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
史
に
よ
っ
て
そ
れ

が
な
か
ば
実
体
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が

示
す
よ
う
に
、
何
を
単
位
と
し
て
歴
史
を
語
る
の

か
と
い
う
問
題
は
、
私
た
ち
の
世
界
認
識
に
密
接

に
関
わ
り
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
環
境
問
題
や
経
済
危
機
な
ど
、
一
つ
の
国
や
地

域
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
複
雑
な
問
題
が
次
々

と
生
じ
て
い
る
現
代
世
界
に
お
い
て
は
、
従
来
か

ら
の
「
国
民
」
意
識
に
加
え
て
、
上
々
が
「
世
界

市
民
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
世
界
は
～
体
で

あ
る
と
い
う
意
志
を
も
っ
て
難
局
に
立
ち
向
か
う

必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
自
覚
と
意
志
を
生
み

出
す
た
め
に
は
、
か
つ
て
国
民
国
家
史
が
国
民
を

作
り
出
す
こ
と
に
貢
献
し
た
よ
う
に
、
世
界
市
民

意
識
を
湧
養
す
る
よ
う
な
新
し
い
徴
界
史
認
識
を

歴
史
研
究
者
が
提
案
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ

は
「
自
分
た
ち
の
生
き
て
い
る
世
界
は
一
つ
で
あ

る
し
と
い
う
理
念
を
実
体
化
さ
せ
る
世
界
史
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
代
日
本
の
歴
史
研
究
や
教
育
は

必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
に
対
応
で
き

ず
、
百
年
前
に
三
区
分
さ
れ
た
日
本
、
東
洋
、
西

洋
と
い
う
歴
史
研
究
や
教
育
の
基
本
的
枠
組
み
を

堅
持
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
新
し
い
世
界
史
を
構
想
す
る
に
は
、
少
な
く
と

も
二
つ
の
方
法
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
、
入
類

と
生
態
や
環
境
と
の
関
係
の
推
移
に
焦
点
を
当
て

る
歴
史
の
描
き
方
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
人

工
と
環
境
要
因
が
主
語
と
な
る
。
人
類
の
誕
生
と

諸
大
陸
へ
の
展
開
、
農
耕
の
開
始
と
都
市
化
、

「
旧
世
界
」
と
「
新
世
界
」
の
一
体
化
、
～
九
世

紀
以
後
の
「
近
代
」
化
（
特
に
、
人
口
爆
発
、
科

学
技
術
の
発
展
、
大
規
模
開
発
な
ど
が
重
要
）
が

主
要
な
画
期
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
方
法
は
従
来

の
歴
史
研
究
の
枠
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
に
な
り
、

未
研
究
の
課
題
も
数
多
い
。
考
古
学
者
や
理
系
研

究
者
と
の
共
同
研
究
が
欠
か
せ
な
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
従
来
の
歴
史
研
究
の
成
果
を
最

大
限
に
活
用
し
て
世
界
史
を
描
き
直
す
こ
と
で
あ

る
。
世
界
各
地
で
い
く
つ
か
の
異
な
っ
た
「
文

明
」
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
交
流
を
深
め

な
が
ら
も
独
自
の
歴
史
を
た
ど
っ
た
後
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
「
近
代
」
が
世
界
の
一
体
化

を
飛
躍
的
に
進
め
現
代
に
食
っ
た
と
す
る
の
が
、

従
来
の
日
本
に
お
け
る
世
界
史
理
解
の
大
筋
で
あ

る
。
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に

多
々
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
世
界

史
は
、
1
9
世
紀
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
西
方
地
域
で
創
造

さ
れ
た
門
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
概
念
と
そ
こ
に
至

る
予
定
調
和
的
な
歴
史
が
軸
と
な
っ
て
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
史
理
解
か
ら
は
、
自
分

た
ち
が
他
と
は
異
な
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
」
で
あ

る
と
考
え
る
人
々
の
バ
イ
ア
ス
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

心
史
観
）
を
ど
う
し
て
も
ぬ
ぐ
い
と
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
史
が
、
「
近
代
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
扁
と
い
う
概
念
を
実
体
化
さ
せ
る
た
め
の
装

置
と
し
て
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
項
対
立

的
で
必
ず
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
（
具
体
的
に
は
、

オ
リ
エ
ン
ト
や
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
）
を
必
要

と
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
概
念
を
前
提
と
す
る
か

ぎ
り
、
世
界
史
は
必
然
的
に
複
数
の
異
な
っ
た
文

明
目
地
域
世
界
の
歴
史
を
た
ば
ね
た
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
世
界
は
～
体
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
生
み
出
す

よ
う
な
世
界
史
叙
述
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
し
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た
が
っ
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
史
の
脱
構
築
が
ま

ず
必
要
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

と
そ
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
考
え
ず
、
い
わ
ゆ
る

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
の
歴
史
も
含
め
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
西
方
地
域
の
過
去
に
起
こ
っ
た
諸
事
象
を
丁

寧
に
解
き
ほ
ぐ
し
パ
ー
ツ
に
ば
ら
し
て
、
全
体
を

新
し
い
世
界
史
の
視
点
か
ら
も
う
一
度
解
釈
し
組

み
立
て
直
し
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
「
中
華
」

と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ
た
中
国
史
に

つ
い
て
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
国
、
文
明
ご
と
の
歴
史
研
究
の
成
果
を

コ
体
の
世
界
」
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
見
直

せ
ば
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
過
去
の
解
釈
と
叙

述
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
史
と
は
相
当
異
な
っ
た

も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

二
〇
〇
八
年
度

　
　
史
学
研
究
下
火
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
二
〇
〇
八
年
度
大
会
・
総
会
は
、

＝
月
二
日
（
日
）
　
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
藤
井
譲
治
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
横
山
良
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
庶
務
（
中
砂
明
徳
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
今
年
度
の
例
会
実
施
、
会
員
数
・
史
林

送
付
数
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
年
四
月
十
八
日
（
土
）
の
例
会
開
催

（
テ
ー
マ
「
戦
争
」
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
南
川
高
志
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
臨
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
委
員
の

増
員
・
副
査
制
度
の
整
備
な
ど
編
集
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
本
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た

「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
例
会
の
発
表
と
討
論

が
第
九
十
二
巻
一
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
泉
亭
亭
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
〇

八
年
度
予
算
、
会
費
滞
納
者
の
退
会
規
定
作
成
の

準
備
、
東
京
堂
へ
の
委
託
販
売
の
実
績
、
振
込
み

用
紙
の
封
入
を
来
年
度
か
ら
年
二
回
（
三
月
刊
行

の
二
号
、
＝
月
刊
行
の
六
号
）
と
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
上
原
　
真
人
氏

　
「
歴
史
情
報
源
と
し
て
み
た
瓦
」

　
羽
田
　
正
氏

　
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
新
し
い
世
界
史
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
泉
拓
良
理
事

と
濱
田
正
美
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
熱
の
こ
も
っ

た
報
告
で
あ
り
、
日
曜
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
｝
〇
四
名
の
聴
講
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
吉
本
道
雅
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食

形
式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
な
お
、
総
会
と
大
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

秋
期
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
の
各
常
務
理
事
か
ら
会
務
報
告

が
あ
っ
た
ほ
か
、
次
の
八
名
が
編
集
委
員
に
加
わ

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　
吉
川
真
司
、
吉
本
道
雅
、
濱
田
正
美
、
小
山
哲
、

上
原
真
人
、
永
井
和
、
杉
本
淑
彦
、
勢
家
泰
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
中
砂
明
徳
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
一

一
月
改
定
）

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
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